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時
代
を
先
取
り
し
て
い
た

廣
池
博
士
の
研
究
構
想

廣
池
千
九
郎
博
士
は
、『
道
徳
科
学
の

論
文
』の
基
礎
論
部
分
で
、
進
化
論
、

遺
伝
学
、
心
理
学
、
人
類
学
な
ど
の
学

問
的
成
果
を
援
用
し
て
、「
道
徳
」の
科

学
的
研
究
の
基
礎
付
け
を
試
み
ら
れ
ま

し
た
。

近
年
、「
道
徳
の
起
源
」と
か「
道
徳
の

進
化
」を
科
学
的
に
議
論
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
二
〇
〇
〇
年（
平
成
十
二
年
）以
降
、

興
味
深
い
著
作
が
次
々
と
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
霊
長
類
学
者
・
進
化
人
類

学
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ボ
ー
ム
著

『
モ
ラ
ル
の
起
源
―
道
徳
、
良
心
、
利
他

行
動
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
の
か（

１
）

』、

霊
長
類
学
者
・
進
化
生
物
学
者
の
フ
ラ

ン
ス
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
ー
ル
著『
道
徳
性
の

起
源
―
ボ
ノ
ボ
が
教
え
て
く
れ
る
こ

と（
２
）

』、
進
化
心
理
学
者
の
デ
ニ
ス
・
ク
レ

ブ
ズ
著『
道
徳
の
起
源
―
一
つ
の
進
化
的

説
明（

３
）

』、
ま
た
、
進
化
人
類
学
者
の
マ
イ

ケ
ル
・
ト
マ
セ
ロ
著『
人
間
の
道
徳
の
自

然
史（

４
）

』な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
見
て
み
る
と
、
廣

池
博
士
の
構
想
が
、
い
か
に
時
代
を
先

取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
逆
に

印
象
付
け
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
一
般
に「
道
徳
と
は
何
か
」と

い
う
こ
と
は
難
し
く
、「
道
徳
の
科
学
的

研
究
」な
ど
と
言
う
と
、「
ど
う
や
る
の
で

す
か
」と
す
ぐ
に
突
っ
込
ま
れ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に
き
ち
ん
と
答

え
る
に
は
、
進
化
諸
科
学
の
研
究
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

人
間
の
道
徳
が
生
ま
れ
て
く
る
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
必
要
で
す
。
例
え

ば
、
記
憶
能
力
の
発
達
な
し
に
人
間
の

道
徳
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も

進
化
の
中
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
す
。

人
類
は
、
二
足
歩
行
を
始
め
て
か
ら

も
木
の
上
で
寝
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
木
の
上
で
寝
る
と
、

転
落
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
睡
眠
は
、
常
に
浅
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
浅
い
眠
り
で
は
記

憶
を
う
ま
く
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス（
百
八
十
万
年

か
ら
二
十
万
年
前
ま
で
生
存
）
の
段
階
で
、

地
上
で
寝
る
よ
う
に
な
る
と
、
レ
ム
睡

眠
や
徐じ

ょ

波は

睡
眠
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
記
憶
の
固
定
、
連
想
思
考

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
心
的
能
力
が

一
挙
に
向
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
例
で

す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
脳
の
機
能
が

向
上
し
な
い
と
人
間
の
道
徳
は
出
て
こ

な
い
の
で
す
。

大
成
功
を
お
さ
め
た

「
二
人
称
的
道
徳
」

ト
マ
セ
ロ
の
道
徳
起
源
説
で
は
、
四

十
万
年
前
頃
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
人
の

段
階
で
、
最
初
の
道
徳
が
獲
得
さ
れ
た

と
仮
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
徳
は
、

二
個
体
間
に
起
源
し
た
道
徳
で
、「
二
人

称
的
道
徳
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
食
糧
採
集
の
場
面
を
想
定

し
、
二
人
称
的
道
徳
が
創
発
す
る
と
こ

ろ
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
個
体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で
食

道
徳
の
科
学
的
研
究
に
つ
い
て

―
―「
道
徳
」は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
化
し
て
き
た
か

研究の
現場から
道徳科学研究センターの

研究動向

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
生
命
環
境
研
究
室
客
員
教
授
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糧
採
集
に
出
か
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
も
高
度
な
能
力
が
必
要
な
の
で

す
。
サ
ル
の
場
合
、
自
然
状
態
で
、
二

個
体
が
あ
る
目
的
を
設
定
し
て
協
力

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
能
力
を
手
に
し

た
あ
と
、
今
度
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
適
切
な
相

手
を
選
ぶ
と
言
っ
て
も
、
自
分
一
人
で

決
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
相
手

も
同
じ
く
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
す
る
と
、
相
手
に
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
能
力
な
り
資
質
を
備
え
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
組
ん
だ
ら
、
食
糧
採

集
と
い
う
共
通
の
目
的
を
認
識
し
、
そ

の
目
的
を
共
有
し
、
協
力
し
て
目
的
を

達
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
互
い

に
平
等
な
立
場
に
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

相
手
の
や
り
方
に
対
し
、
こ
う
し
て
ほ

し
い
、
あ
あ
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
相

互
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。
相
手
に
対
す

る
要
求
は
、
二
人
の
間
に
創
発
し
た「
わ

れ
わ
れ
」の
視
点
に
立
っ
て
、
建
設
的
に

個
々
の
行
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
可
能
に
な
る

の
で
す
。
こ
こ
に
は「
わ
れ
わ
れ
」と
い

う
共
同
主
体
を
つ
く
り
出
す
能
力
、「
鳥

の
目
の
視
点
」に
立
っ
て
認
識
す
る
能

力
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
状
況
を
理

解
す
る
能
力
な
ど
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
能
力
が
獲
得
さ
れ
る
と
、

「
わ
れ
わ
れ
」の
視
点
か
ら
見
た
理
想
的

な
働
き
方
に
照
ら
し
て
、
自
己
の
行
動

を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

二
個
体
間
で
、
理
想（
基
準
）に
照
ら
し

て
自
己
の
行
動
を
調
整
す
る
と
こ
ろ
に
、

道
徳
の
基
本
形
が
捉
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
と
き
同
時
に
、
理
想（
基
準
）に
合
わ
せ

て
自
分
の
行
動
を
調
整「
す
べ
き
」だ
と

い
う
感
覚
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の「
二
人
称
的
道
徳
」は
、
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

「
二
人
称
的
道
徳
」
と

「
客
観
的
道
徳
」

ト
マ
セ
ロ
は
、
今
か
ら
十
五
万
年
前

頃
に
、
更
に
新
た
な
道
徳
の
段
階
に
突

入
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階

の
主
役
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス（
三
十
二

万
年
前
頃
か
ら
現
在
）で
す
。

人
口
増
加
に
伴
い
、
集
団
規
模
も
大

き
く
な
り
、
集
団
間
の
争
い
も
増
え
ま

し
た
。
こ
の
大
き
な
集
団
を
文
化
と
呼

び
ま
す
。
集
団
内
に
は
仲
間
で
あ
っ
て

も
、
知
ら
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
食
糧
の
獲
得
や
、
集
団
の
防
衛

に
は
、
そ
の
よ
う
な
見
知
ら
ぬ
仲
間
と

協
力
し
て
、
目
的
を
達
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
二
個
体
だ
け

で
行
っ
て
い
た「
二
人
称
的
道
徳
」で
は
、

対
処
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

二
個
体
間
で
創
発
し
た「
わ
れ
わ
れ
」

を
超
え
る
、
新
た
な「
わ
れ
わ
れ
」が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
集
団
内
の

全
成
員
間
で
創
発
し
た
、
文
化
的
な「
わ

れ
わ
れ
」で
す
。
こ
の
文
化
的
な「
わ
れ

わ
れ
」の
視
点
で
捉
え
た
理
想（
基
準
）

は
、
具
体
的
に
は
、
慣
習
、
規
範
、
制

度
と
い
っ
た
形
を
取
り
ま
し
た
。
新
し

く
集
団
内
で
誕
生
す
る
子
供
た
ち
は
、

教
育
を
通
し
て
、
す
で
に
客
観
的
に
存

在
し
て
い
る
、
慣
習
、
規
範
、
制
度
を

身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
行
動
は
、
内

面
化
さ
れ
た
、
慣
習
、
規
範
、
制
度
を

参
照
し
て
調
整
さ
れ
ま
す
。
こ
の
集
団

レ
ベ
ル
で
生
じ
る
道
徳
は
、「
客
観
的
道

徳
」と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
約
一
万
年

前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
道
徳
で
す
。

そ
の
後
、
文
字
が
発
明
さ
れ
、
社
会

形
態
が
変
化
し
、
環
境
に
合
わ
せ
て
道

徳
も
多
様
化
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

過
去
一
万
年
間
の
道
徳
は
、
本
質
的
に

は「
二
人
称
的
道
徳
」と「
客
観
的
道
徳
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

廣
池
博
士
が
提
唱
さ
れ
た
最
高
道
徳

は
、
こ
れ
ら
道
徳
の
科
学
的
研
究
と
比

較
す
る
な
ら
、
行
動
調
整
の
参
照
基
準

を
、
慣
習
、
規
範
、
制
度
か
ら
、
聖
人

が
捉
え
た「
神
の
心
」と
し
て
の「
自
然

の
法
則
」に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
た
道
徳

で
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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